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はじめに（提言に当たって） 

 
 

来年に迫った令和２(2020)年の東京オリンピック・パラリンピック競

技大会開催に向けて、様々な社会インフラの新設・改修が行われている。

同大会のレガシーとして、道路や施設などのハード面だけでなく文化・

教育・環境などのソフト面についても、将来に引き継いでいくことが求

められている。 

厚木市複合施設等整備検討委員会（以下「委員会」という。）は、

本厚木駅東口の厚木バスセンター東側に位置する中町第２－２地区

（以下「２－２地区」という。）における複合施設（図書館、（仮称）

こども未来館、市庁舎等をもって構成する複合施設をいう。）及びそ

の周辺環境の整備について、市民の目線と専門的見地から様々な検討

を行うため、平成 30(2018)年 11 月に発足した。委員は、全市的な

市民活動を支える関係団体の代表者を始め、大学教授や公共サービス

に携わる官民の学識経験者、厚木市の未来へ思いをはせる公募市民で

構成し、25 人の委員がそれぞれの専門知識や経験とより良い将来へ

の願いを持ちより、７回の議論を重ねてきた。 

本書は、中心市街地のまちづくりのテーマに「歩いて楽しいまち」

の実現を掲げ、全国に例のない複合施設の整備に果敢に挑戦する厚木

市に対して、市民、団体、専門家のそれぞれの立場から、複合施設及

びその周辺環境の整備の考え方を委員会の総意として提言するもの

である。今後策定する整備計画は、本書の趣旨を最大限に尊重すると

ともに、引き続き、多くの市民に広く意見を求めながら、まとめられ

ることを強く望む。また、整備計画策定以降についても、設計から施

工へと業務の進行に合わせて、常に市民の声に耳を傾けながら事業を

推進し、ハードだけでなくソフトも併せた厚木市のレガシーを未来へ

引き継いでいくことを期待する。 

最後に、将来予測が困難な時代を迎える中にあって、複合施設が厚

木市のシンボルとして永きにわたり愛され、多くの市民が誇りと愛着

を持った居場所となることを委員一同、心から願う。 

 

 

令和元年６月 

厚木市複合施設等整備検討委員会 
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１ 複合施設整備の必要性について 

 

 

２－２地区周辺は、鉄道、路線バス、自動車などあらゆる交通手段

によるアクセスを可能にする、厚木市で最も利便性が高い区域の一つ

である。また、市民生活を支える充実した公共・民間施設が集積する

拠点性も有している。２－２地区周辺は、こうした特徴をいかし、多

くの市民が気軽に立ち寄れ、充実した時間を過ごすことができる第３

の場所「サードプレイス」を創出していくことを目指し、中町第 2

－2 地区周辺整備方針の一つとして、未来の図書館機能、科学館機能

を核とした複合施設の整備を掲げている。 

現在の中央図書館及び子ども科学館は、老朽化や狭あい化が進んで

いるほか、駐車場を備えていないことや情報通信関連設備及びスタッ

フの不足といった課題を抱えている。 

また、現在の市庁舎は、本庁舎と第二庁舎に分散していることや、

中央図書館や子ども科学館同様、老朽化、狭あい化が進んでいるほか、

災害対応力の強化といった課題を抱えている。 

これらの課題を解決するため、これまでに厚木市が策定した厚木市

図書館基本構想、（仮称）こども未来館基本構想、厚木市新庁舎整備

基本構想においては、２－２地区に図書館、（仮称）こども未来館、

市庁舎などからなる複合施設として整備することが位置付けられて

いる。 

 

複合施設の整備に当たっては、厚木市が持続可能な発展を遂げるた

め、全ての市民にとっての「サードプレイス」となるよう、２－２地

区の立地特性を十分にいかした施設とすることを実現されたい。さら

に、現在の中央図書館、子ども科学館、市庁舎の老朽化や狭あい化と

いった機能面の課題を解決するだけでなく、激甚化する自然災害や日

進月歩で進展する情報通信技術に対応し、市民が安心して利便性の高

いサービスを将来に渡って享受することができるよう、複合施設の整

備計画を策定されたい。 
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２ 複合施設の在り方について 

 

 

複合施設は、持続可能なまちの発展を支え、永きにわたり厚木市の

中核施設としての役割を果たすことができるよう、次の視点を取り入

れた施設を目指すことを検討されたい。 

 

複合施設は、将来の科学技術の発展を受け入れることができるよう

な構造やレイアウト等に配慮するなど、将来の社会変化に対応できる

施設とすることを検討されたい。また、機能を詰め込みすぎるのでは

なく、ある程度、余裕が感じられる「遊び」を随所に取り入れていく

ことを検討されたい。 

また、図書館、（仮称）こども未来館、市庁舎の３つの主要機能の

連携性を高め、それぞれが有機的に結びつくように、広場などの公共

空間を効果的に活用することを検討されたい。 

さらには、様々な機能が複合化することによるメリットや見込まれ

る効果をできる限り明確にし、市民に分かりやすく伝えていくことを

検討されたい。 

複合施設は、厚木市の中心市街地のシンボルとして、外観や施設レ

イアウトといったハード面だけでなく、提供するサービスやコンテン

ツなどのソフト面においても、市民が誇りと愛着を感じることができ

る施設とすることを検討されたい。また、永きにわたり市民が安心か

つ快適に利用できる空間とすることを目指し、計画的かつ適切な維持

管理を実施することを検討されたい。 

複合施設を整備することによる効果を建物内に留めることなく、複

合施設を中核に中心市街地全体で様々な拠点施設が一体となって、厚

木市が中心市街地のまちづくりのテーマに掲げる「歩いて楽しいまち」

を実現されたい。 
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３ 複合施設の機能について 

 

 

複合施設の機能は、図書館、（仮称）こども未来館、市庁舎を始め

とする様々な機能が有機的に連携した施設となるよう、次の視点を取

り入れた施設を目指すことを検討されたい。 

 

図書館については、厚木市図書館基本構想の内容を踏まえるととも

に、インターネットを始めとする情報通信技術が発達した社会にあっ

て、図書を読む、調べるだけの場所に留まることなく、子どもから高

齢者まで、あらゆる世代がゆったりとした時間を過ごすことができる

滞在型の図書館を検討されたい。 

 

（仮称）こども未来館については、（仮称）こども未来館基本構想

の内容を踏まえるとともに、子どもだけでなく、大人も科学の不思議

や驚きに触れる楽しみを感じることができる施設を検討されたい。ま

た、既存施設との機能の重複を避け、図書館と融合・連携した全国に

誇ることができる施設を検討されたい。 

 

市庁舎については、厚木市新庁舎整備基本構想の内容を踏まえると

ともに、市民の生命と財産を守る災害対応機能の強化を図ることを第

一とし、災害対策本部については、災害時に万全な機能を発揮するこ

とができる配置を検討されたい。 

 

市民の交流機能として検討しているカフェやレストランについて

は、２－２地区の立地特性をいかし、夜間も利用できる魅力ある店

舗の設置など、施設単体の拠点性を高める視点と、複合施設の中で

全ての活動を完結させるのではなく、周辺の民間施設にも好影響を

与えるよう、周辺にも配慮する視点の両面を考慮し、その在り方を

検討されたい。 

 



 

6 

 
 

その他の交流機能については、利用者が施設で得た知識や体験を編

集、発信できるような場や、その活動が連鎖していくような仕組みを

検討されたい。あらゆる世代にとっての居場所となることを目指す一

方で、市民交流プラザが担っている既存の市民交流機能との重複がな

いよう検討されたい。また、厚木市に在住する市民だけでなく、昼夜

間人口比率が高い厚木市の特徴を考慮し、市外から訪れる多くの通勤

者や来街者にとってもサードプレイスとなることを目指し、中心市街

地の活性化につなげていく交流機能の導入を検討されたい。 

 

一体整備が検討されている国県等の行政機関の機能については、市

民にとってのメリットやデメリットを整理した上で、その目的と効果

を分かりやすく市民に伝えることを検討されたい。 

 

その他の機能については、複合施設の機能性や利便性を永きにわた

り維持するため、５Ｇ1やＩｏＥ2、ＡＩ3などの最先端の情報通信技

術に対する投資を重視していくことを検討されたい。さらに、郊外部

からのアクセス性を確保するため、必要な駐車場や駐輪場を整備し、

誰もが訪れやすい施設とすることを検討されたい。 

 

  

                                                   
1 5th Generation の略。第５世代移動通信システム。これまでの移動体無線技術を更に高速化・大

容量化させるだけでなく、「超多数接続（＝家電、クルマなど、身の回りのあらゆる機器（モノ）が

つながること）」、「超低遅延（＝遠隔地にいてもロボット等の操作をスムーズに行うことができる）」

といった新たな機能を持つ次世代の移動通信システム。 
2 Internet of Everything の略。「もの」だけでなく、人、システム、公共施設、データなどの「全

て」がインターネットでつながる概念。 
3 Artificial Intelligence の略。人工知能。知的な機械、特に、知的なコンピュータプログラムを作

る科学と技術。言語の理解や推論、問題解決などの知的行動を人間に代わってコンピュータが処理

する技術もＡＩの一つと考えられている。 
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４ 複合施設の事業規模について 

 

 

複合施設の事業規模については、建築工事費だけでなく、将来にわ

たる維持管理費にまで影響することから、複合施設のライフサイクル

コストのシミュレーションを行うとともに、厚木市の財政推計等を十

分に考慮した上で、次の視点を取り入れた施設を目指すことを検討さ

れたい。 

 

複合施設の規模については、限られた予算や敷地条件にあって、ど

の機能を優先するのか、施設整備後の管理運営を考えた導入機能の優

先順位を検討されたい。加えて、公共施設マネジメントに配慮しつつ、

恵まれた立地条件を最大限いかした施設を整備することを検討され

たい。 

また、図書館、（仮称）こども未来館、市庁舎の３つの機能のうち、

現状よりも強化する機能や新たに追加する機能については、その効果

と必要性、コストを市民に分かりやすく伝えることを検討されたい。

さらに、現在分散している機能や施設を統合することにより圧縮する

ことができるランニングコストなど、複合化することによるメリット

についても、市民に分かりやすく伝えることを検討されたい。 

 

複合施設の整備手法の選定に当たっては、図書館、（仮称）こども

未来館、市庁舎を始めとする様々な機能で構成される施設となるこ

とから、管理運営のノウハウが設計段階から反映できる手法を優先

して検討されたい。また、管理運営事業者の選定にも競争性が働く

ような手法を検討されたい。 
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複合施設の管理運営については、様々な機能で構成される施設と

なることから、先進事例をよく調査し、最適な方法を検討されたい。

ハードを重視しがちな施設整備が多い中にあって、ハードは、目指

すソフトを実現するためのものとして捉える、ソフト重視の施設整

備を検討されたい。また、昼夜間人口比率が高い厚木市の特徴をい

かすとともに、厚木市の資源である企業や大学と連携した新しい活

性化の方策を生み出すことができる運営方法を検討されたい。 
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５ 複合施設の周辺環境の整備について 

 

 

複合施設が全国に誇れる施設となり、永きにわたり厚木市の中心拠

点として、市民に愛され、恒久的なにぎわいをもたらす施設となるに

は、施設だけでなく周辺環境の整備も併せて進めることが不可欠であ

る。周辺環境の整備に当たっては、次の視点をもって検討されたい。 

 

複合施設を整備しても、厚木バスセンターと厚木シティプラザが既

存のままでは、その効果は限定的となることが考えられることから、

厚木バスセンターと厚木シティプラザの機能更新についても、複合施

設の整備と併せて検討されたい。その場合は、工期が長期化すること

から、本厚木駅東口交差点を始めとする周辺交通に与える影響を考慮

した整備方法を検討されたい。 

また、厚木バスセンターの機能更新に当たっては、安全な歩行者空

間の確保を前提に、歩行者、一般車、路線バスなどの様々な交通が円

滑に機能するよう、複合施設周辺の交通だけでなく、本厚木駅周辺の

交通の在り方を整理した上で、最も効果が高い方法について検討され

たい。 

 

複合施設への利用者動線については、多種多様な利用者が様々な交

通手段で訪れることが考えられることから、安全かつ快適な動線を確

保するだけでなく、時間帯によって変化する交通状況の予測や周辺施

設との連携の確保、本厚木駅や厚木バスセンターからのアクセス性の

向上など、あらゆる角度からの対策を講じることを検討されたい。特

に、本厚木駅や厚木バスセンターからの歩行者動線については、地上

レベルの動線だけではなく、本厚木駅前東口地下道を活用した地下動

線や、必要に応じて上空利用による動線についても検討されたい。 
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複合施設周辺の道路整備に当たっては、複合施設利用者や地域住民

などの歩行者と自動車の安全を確保するため、道路の拡幅や新設と併

せて十分な歩道を整備するとともに、ハード対策だけなく、交通規制

や右折信号の設置などの有効なソフト対策についても同時に検討さ

れたい。円滑な自動車交通の実現に向け、複合施設周辺の道路だけで

なく、郊外部からの２－２地区へのアクセス道路の整備など、厚木市

の将来の公共交通の在り方についても併せて検討されたい。 

 

中心市街地の回遊性向上については、複合施設の整備だけで達成で

きるものではないことから、２－２地区周辺だけでなく、複数の拠点

をもって「歩いて楽しいまち」を実現するため、厚木一番街や本厚木

駅北口周辺のリニューアル、現本庁舎敷地の活用方法などについても

検討されたい。その際には、歩行者や自動車など様々な交通手段で訪

れる者が安全かつ快適に往来できる街路を整備していくことも併せ

て検討されたい。また、あらゆる世代の市民にとって訪れやすい交通

環境の整備を検討されたい。 

 

 

 

以上、委員会の総意として、５つの項目について提言する。 

 

複合施設及びその周辺環境の整備に当たっては、安心で利便性が高

く、あらゆる世代から愛され、かつ、予測困難な将来変化に対応でき

るものとするため、ソフトの在るべき姿を想定した上でハードを考え

る「ソフト重視のハードづくり」を念頭に事業を推進されたい。 
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６ 厚木市複合施設等整備検討委員会 検討経過 

 

 

第１回 

 平成 30 年 11 月 30 日 

(1) 複合施設等の整備を検討する区域

の整備方針について 

(2) 図書館、（仮称）こども未来館及び

市庁舎の基本構想について 

(3) 基本計画（案）の構成及び検討ス

ケジュールについて 

第２回 

 平成 31 年 1 月 8 日 

(1) 複合施設の主要施設の現状と課

題、目指す姿について 

(2) 複合施設の整備コンセプトについて 

(3) 複合施設のフロア構成イメージについて 

(4) 厚木バスセンターの再整備の考え方について 

(5) 複合施設等の整備に関する市民ア

ンケート調査について 

第３回 

 平成 31 年 2 月 4 日 

(1) 複合施設等の整備に関する関連計画について 

(2) 複合施設における主要施設の機

能・規模について 

(3) 複合施設の維持管理・運営に関す

る考え方について 

(4) 複合施設の防災計画について 

第４回 

 平成 31 年 3 月 27 日 

(1) 複合施設等の整備に向けた検討状

況について 

第５回 

 平成 31 年 4 月 23 日 

(1) 複合施設等の整備に向けた検討状

況について 

(2) 検討委員会からの提言について 

第６回 

 令和元年 5 月 16 日 

(1) 複合施設等の整備に向けた検討状

況について 

(2) 検討委員会からの提言書について 

第７回 

 令和元年 6 月 14 日 

(1) 複合施設等の整備に向けた検討状

況について 

(2) 検討委員会からの提言書について 
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７ 厚木市複合施設等整備検討委員会委員名簿 

 

 

（順不同、敬称略） 

 職  名 氏  名 選出区分 

1 委員長 神保
じ ん ぼ

 忠男
た だ お

 関係団体の代表 

2 委員長職務代理者 中村
なかむら

 幹夫
み き お

 関係団体の代表 

3 委員 棗
なつめ

 進
すすむ

 関係団体の代表 

4 委員 佐藤
さ と う

 健
けん

治
じ

 関係団体の代表 

5 委員 圡 方
ひじかた

 明
あきら

 関係団体の代表 

6 委員 齊藤
さいとう

 裕
ひろし

 関係団体の代表 

7 委員 望月
もちづき

 玉三
たまさぶ

朗
ろう

 関係団体の代表 

8 委員 大内
おおうち

 江
え

公
く

 関係団体の代表 

9 委員 大橋
おおはし

 啓子
け い こ

 関係団体の代表 

10 委員 開沼
かいぬま

 クミ子
こ

 関係団体の代表 

11 委員 小松
こ ま つ

 紀
き

久男
く お

 関係団体の代表 

12 委員 山口
やまぐち

 泉
いずみ

 関係団体の代表 

13 委員 市原
いちはら

 出
いずる

 学識経験者 

14 委員 杉井
す ぎ い

 学
がく

治
じ

 学識経験者 

15 委員 士
し

野
の

 顕
けん

一郎
いちろう

 学識経験者 

16 
委員 

（前任 

杉山
すぎやま

 裕介
ゆうすけ

 

五味
ご み

 健
けん

一郎
いちろう

 ） 
学識経験者 

17 
委員 

（前任 

小川
お が わ

 司
つかさ

 

立山
たてやま

 昭
あき

憲
のり

  ） 
学識経験者 

18 委員 齋藤
さいとう

 謙司
け ん じ

 学識経験者 

19 委員 尾
お

﨑
ざき

 亮
あき

典
ふみ

 学識経験者 

20 委員 山本
やまもと

 聡
さとし

 学識経験者 

21 委員 髙
たか

村
むら

 真
しん

和
わ

 公募による市民 

22 委員 平野
ひ ら の

 孝
たか

裕
ひろ

 公募による市民 

23 委員 藤原
ふじわら

 準 一
じゅんいち

 公募による市民 

24 委員 松岡
まつおか

 る奈
な

 公募による市民 

25 委員 善
よし

永
なが

 一郎
いちろう

 公募による市民 
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